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筑波社会科研究 第18号 (1999)
第1 7回研究大会報告
1998年 2 月 14 (土） ・ 15日（日）に， 本会の第17回大会が筑波研修センタ ーにおいて， 多数の
会員を集めて開催された。14日に行われた谷川彰英先生の記念講演の要旨と自由研究発表の内容，
および15日に行われたシンポジウムの内容は， 以下の通りである。

























ない， 地域に対する愛着がない， その地域に住んでいるというアイデンテイティがない， という
のが， 現在の子どもたちの状況である。谷川氏はこのような状況を鑑み，「柳田を思いながら研究











水石理也氏による「日本史教育における藩政史を題材とした地域学習 ー 米沢藩を事例として一 」



















れている "GO�汀” を用いて実践し，「アメリカ史の本質」の理解という目標・内容面と， 歴
史理解の深化のためのコンピュー タ・シミュレ ー ションの活用という教育方法面と， それによる
試行授業の効果を測定するという効果研究面という三つの内容からなる発表であった。
（文責：桐谷 正信）
第二分科会では， 初めに， 杉浦正和氏 (MC2 年）が「社会科のデイベー ト学習の意義と指導方
法に関する研究一討論学習との比較の視点から一」を発表した。今日， わが国で用いられている











































度的不充分さ ・ 劣悪な雇用状況・外国人労働者に対する差別等， 両国に通じる問題点について気
付かせている。 日韓といえば歴史的な問題に関心が向けられがちだが，「外国人労働者」という両




習の事例を参考に一 」であった。氏は， 法教育(Law Re1ated Education)が公民的資質を育成する
社会科 ・ 公民科に不可欠の一領域であるとした上で， アメリカの公民教育センタ ー (Center for 
Civic Education)作成の初等教育用テキストからプライバシ ー 学習の事例を取り上げ考察した。 こ
の事例の基本構造は， プライバシ ー の定義や事例の理解， その差異の理解， プライバシ ー の結果














当日は二日目の午前中， しかも降雪という天候にも関わらず， 井田仁康先生の司会のもと， 活
発な質疑応答がなされた。現在， 教壇に立っていらっしゃる先輩方の在学中の姿がうかがえ， 大
変興味深いものがあった。以下三氏の発表を中心に報告していきたい。
永野広務氏は「好きなことをやっている」という題で授業実践の紹介をされた後，氏の修士論
文の試案と比較され， 興味の対象は当時から変化していないことを実感したと述べられた。更に，
点字を例とした実践の詳しい説明や， 活動を通して得た経験等を語られた。
石井透雄氏は， 大学院時代に特に印象に残った事として，①教師と生徒との信頼関係の重要さ
の実感， ②海外旅行をはじめとする多くの経験，③仲間とした多くの話， の3点を挙げられた。
また，「社会科は面白い。」という御自身の実感を伝えたいという意欲のもと授業をなさっていて，
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「生徒にわかるように教える」ことを意識し， どのような実践を行っているかを， 授業での会話例
やテストの実物を提示して語られた。
八下田桂子氏は， 大学院時代に学んだ事は「授業展開のアイデイア」ではないかと， 実際に行
った鯨の授業実践を例として述べられた。 また現在の自身が授業を行う際の視点である「庶民生
活」という視点はこの時期に培われたものであり， 現在の勤務校でも「庶民生活」を根本となさ
っていて， その考えのもとに実物を取り入れながら， イタリアやモンゴルを題材とした授業実践
を紹介された。 その上で生徒の感覚に立ち戻って何が面白いのかを考えなければならないという
事に気付いたと語られた。
質疑応答の時間では， 保坂氏から最近問題となっている生徒の行動をとりあげられ，「実際の規
範を社会科で教える事は可能であろうか」という趣旨の質問がなされ， 八下田氏が自身の経験を
踏まえた上で回答された。次に小田島氏から「大学院によってそれを経験しない者との違いはあ
るか。」という趣旨で質問があり， 三氏とも「教員になってからの実践の問題ではないか。」とい
う内容の回答をされた。 また斎藤氏からの「大学院を経験した事は他教員との交流等の妨げとは
ならなかったか。」という問いかけには， 三氏とも「自分にとっては有益であった。」という回答
をされ， 参加者からも同様の声が聞かれた。
最後に谷川彰英先生が「社会科の意義」の視点から， 三氏の実践を評価され， シンポジウムの
終了となった。
（文責：田中
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